
学部・研究科の理念・目的 
 

〇医療保健学部の理念・目的 

医療保健学部に看護学科、医療栄養学科及び医療情報学科を設置し、医療保健

学部においては「ますます高度化する医療保健活動に対応し、グローバルな視点

で活動できる高度な知識・技術を持った専門職の育成」、「医療保健活動のチー

ム化を踏まえ、他の専門職と協調して医療保健活動を遂行できる人材の育成」及

び「医療保健活動の原点とも言うべき「現場」に興味を持ち、「現場」を愛する

専門職の育成」を図るとともに、「教育研究成果のエッセンスを相互に提供し合

うことで幅広い視野を持った専門職及びチーム医療人として協調・協力が出来る

人材の育成」を図る。  

 

〇医療保健学部 看護学科の理念・目的 

医療保健学部看護学科においては、「新しい時代のニーズに対応した看護師及

び保健師の養成」、「本学の教育環境を活かした、医療現場におけるチーム医療

の中核として活躍できる人材の育成」及び「看護師に必要不可欠な幅広い人間観

を有する専門職の養成」を図る。  

 

〇医療保健学部 医療栄養学科の理念・目的 

医療保健学部医療栄養学科においては、「新しい時代のニーズに合った医療を

意識した管理栄養士の養成」、「栄養学分野の高度専門職として、チーム医療に

おいて他の関連専門職とともに的確に責務を果たせる栄養サポートチームの中核

として活躍できる人材の育成」及び「人間存在の根源的問題である「食」に取り

組むために必要不可欠な幅広い人間観を有する専門職の養成」を図る。  

 

〇医療保健学部 医療情報学科の理念・目的 

医療保健学部医療情報学科においては、「医療現場を理解することで、病院等

の現場及び医療・健康に関する企業等で、情報技術の専門職として活躍できる人

材の育成」及び「医療保健の専門職に必要不可欠な幅広い人間観を有する専門職

の養成」を図る。  

 



〇東が丘・立川看護学部の理念・目的 

東が丘・立川看護学部に看護学科を設置し、「変化する時代を幅広く見据えなが

ら、専門職として自律性を持ち、臨床判断し、確かな看護の実践能力をもって発展

的に未来の看護を創造しうる看護職の育成」を図るとともに、「医療の多様化・高

度化に対応した臨床に強い高度な看護実践能力を身につけた看護職の育成」、「自

分で考え、判断し、行動できる自立した看護職の育成」及び「医療現場でチーム医

療の中心的存在となり、コーディネーター役を果たせる看護職の育成」を図る。  

 

〇東が丘看護学部の理念・目的  

変化する時代を幅広く見据えながら、専門職として自律性を持ち、確かな看護の

実践能力をもって将来の看護を発展的に創造しうる看護職の育成を図るとともに、

寛容と温かみのある人間性と看護実践能力を中心に自己啓発能力、キャリア開発

能力を養い、将来の日本の医療保健福祉を支える実践力を備えた看護師  ＝

“tomorrow’s Nurse”の育成を図る。  

 

〇立川看護学部の理念・目的  

立川看護学部における育成する人材像は、豊かな人間性とエビデンスに基づい

た確かな看護実践力をもって、人々の健康を支援することができる看護の実践力、

災害時の健康危機に対応できる災害対応能力、及び看護を探究する能力を兼ね備

えた、あらゆる状況や場で生活している人々に最善の看護を提供できる“地域から

信頼される Nurse”を育成する。 

 

〇千葉看護学部の理念・目的 

千葉看護学部に看護学科を設置し、「確かな情報収集力と倫理観をもとに創造力

を伸張」し、「高度な看護アセスメント能力と看護技術を持ちながら自己研さんし

続ける」ことができ、「地域で暮らす人々の生活を見すえた看護ケアを提供しうる

看護職」の育成を図る。 

〇和歌山看護学部の理念・目的  

和歌山看護学部に看護学科を設置し、変化する時代、社会を幅広く見据えなが

ら、自律した専門職として、豊かな人間性と倫理観、高い看護実践能力をもち、発

展的に地域社会の看護を創造しうる看護職の育成を図る。  



〇医療保健学研究科の理念・目的 

医療保健学研究科においては、「科学技術に基づく正確な医療保健の学問的教

育・研究及び臨床活動」及び「寛容と温かみのある人間性と生命に対する畏敬の念

を尊重する精神」に基づき、「学際的・国際的な視点から医療保健学を教授し、臨

床現場における卓越した実践能力及び研究・教育・管理能力を持つ高度専門職業人

の育成」を図るとともに、「教育・研究を通して医療保健学の発展に寄与する人材

の育成」を図る。 

 

〇看護学研究科の理念・目的 

看護学研究科においては、「高度な判断力、実践力及び教育研究・管理能力を通

して、医療・保健・福祉に対する時代・社会のニーズに的確・迅速に対応し、チー

ム医療を支えることができる高度実践看護職の育成」及び「研究・教育の探究を通

して、看護学の発展に寄与することができる人材の育成」を図る。 

 

〇和歌山看護学研究科の理念・目的 

和歌山看護学研究科においては、「科学技術に基づく正確な医療保健の学問的

教育・研究及び臨床活動」「寛容と温かみのある人間性と生命に対する畏敬の念

を尊重する精神」のもと、人間に対する深い洞察力や高い倫理観をもち、ヘルス

ケアシステムや看護提供システムを視野に入れた高度な知識・技術を基軸に卓越

した実践・研究・教育・管理能力をもつ高度専門職業人を育成する。 

 

〇千葉看護学研究科の理念・目的 

千葉看護学研究科においては、「科学技術に基づく正確な医療保健の学問的教

育・研究及び臨床活動」及び「寛容と温かみのある人間 性と生命に対する畏敬

の念を尊重する精神」のもと、地域包括ケアシステムにおいて看護の本質を掴む

能力を有し、多種多様な医療福祉機関と人々を繋ぐことができ、地域社会におけ

る看護機能を推進する研究を実施し、成果を示す能力を有する高度専門職業人を

育成する。 


